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笠間市立友部第二中学校 学校だより 第３２号 令和４年３月１５日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】 チーム和ークで，感動を共有 

大好きだった３年生が卒業して，やっぱり寂しいなあと思います。３年生がいてくれるだけで，学校全体が落ち着いて

いました。「３年生」（=学校の代表）という存在は，それだけ重たいのです。 

 

卒業式の前日，１・２年生が校内清掃や会場作成を行いました。２年生は会場作成を担当しました。協力しながら仕事

に取り組み，着々と会場が出来上がっていく様を見ていると，気分がどんどん高揚していくのがわかりました。２年生，

どうもありがとう。みんなの働きがあったからこそ，卒業式を荘厳な雰囲気の中，温かく執り行うことができました。 

１年生は，校舎内や会場周りの清掃を担当しました。教師の大半が体育館へ行って会場づくりを行っている中，黙々と

会場周辺の清掃に取り組む姿を，実は多くの人が見ていました。会場づくりと違って，どこまでやればいいのかきりがな

い作業ではありましたが，見事に校内をきれいにしてくれました。１年生，どうもありがとう。 

こうした１・２年生の頑張りを見ていると，来年度もきっと充実した教育活動を送れるなぁと，新たな希望が湧いてき

ました。これこそが，卒業式で青山生徒会長が言っていた「友二中の伝統を引き継ぐ」ということなんだろうなあと思い

ました。世の中の変化に伴って変えていくところと，いつの時代も変わらないものがあるということだろうと思います。 

 

清掃中，廊下を歩いていると，職員用の女子トイレから１年生女子が掃除をしている音が聞こえてきました。中に入り

づらかったので外から「トイレ掃除，ご苦労様です。」と声をかけると，「はーい！」という明るい返事が返ってきました。 

１・２年生，どうもありがとう！！ 

楽しく真剣に① ～会場準備～ 

楽しく真剣に② ～部活動お別れ会～ 

先週の土日は，各部活ともお別れ会を行いました。試合を見ていると，３年生はさすが 

だなと思う一方，１・２年生も成長しているなあと感じました。３年生も本気にならないと負けそうになる 

場面や，１・２年生が容赦なく３年生に挑んでいく場面もあり，なかなか見ごたえがありました。そして，終了した後はみん

な笑顔で，お別れをしのんでいました。コロナ禍で対外試合をなかなか組めない中，久しぶりに試合形式のよい経験ができま

した。  ※ ３年生は受験勉強で運動不足だったので，相当疲れたみたいです（笑） 「最初の一歩がでないんです（泣）」 

お別れ会 


